


今から70年ほど前、創業者である鬼塚喜八郎が、戦後荒んだ青少年の育成に貢献し

たいという思いを実現するために、「健全な身体に健全な精神があれかし」という理

念のもと、スポーツ事業への参入を決意し、日本の再生を目指したところから、当社

の歴史は始まりました。



そのような中、まず最初に開発したのはこのシューズです。

「最初に高いハードルを超えられれば、その後のハードルもどんどん超えられる」と

いう鬼塚喜八郎の考えから、その当時開発が一番難しいとされていたバスケットボー

ル用のシューズに挑戦しました。

そして、当時からこれまで変わらず、選手の身体や動きを観察し製品開発に活かして

きました。



創業から約25年経った1976年には、モントリオールオリンピックでフィンランドの

ラッセ・ビレン選手が、5000メートルと10000メートル競争の２種目で、

当社の「ランスパーク」を履いてオリンピック連覇という「ダブル・ダブル」と言わ

れる快挙を成し遂げています。

2大会連続で5000メートル競走に勝利するのはビレン選手が初めてであり、大会期間

中にも本人と話ながらソールの厚みの微調整行い、それが役に立ち、優勝後感謝の気

持ちからシューズを掲げてくれる、といったこともありました。

この例をはじめ、当社は世界的アスリートのサポートをこれまで長く続けてきました。



その数年後の1980年には当社のグローバルモデル第一号である「X-Caliber」を発表

しています。

ジョギングブームを牽引していたアメリカでのマーケットやニーズをリサーチし、商

品開発に反映させた商品であり、1990年代以降シリーズ化されているGEL-KAYANO, 

GT-2000、GEL-NIMBUS, GEL-CUMULUSといった当社の主力商品の源流ともなっ

た商品でもあります。



また当社は、シューズだけではなく、他の広い領域でもアスリートたちのサポートを

続けてきました。

近年で言えば例えば去年日本で行われ、洪水の災難に悩まされていた日本各地に大き

な勇気と希望を与えたラグビーの世界大会。

その優勝チームである南アフリカのユニフォームにも当社が開発した技術が活かされ

ています。



創業から約70年間、当社アシックスのアスリート達へのサポート、特に「パフォー

マンス・アスリート」の為のサポートは絶え間なく続いています。



さて、こちらは2000年と比較した2050年までの世界人口の増加を年齢層別に示した

ものになります。

日本での高齢者人口の割合は2050 年までに 33%から42%に達すると言われており、

またこのグラフを見ると、世界でも人口増加の割合は、60歳以上の人口が圧倒的に

速いペースで伸びていくことが分かります。

世界には、これまで当社がサポートしてきたような、パフォーマンスに重点をおき、

常に向上を目指すアスリート達が沢山います。

しかし、アスリートというと、若者から中堅世代が主な対象になり、10歳以下の子

供や60歳以上の年配の人々は、必ずしもアスリートのように競技力の向上を必要と

しているわけではありません。



今後は、世界で平均寿命が伸び、長く健康でいることが求められるようになります。

これからは、競技力向上のサポートはもちろんのこと、老若男女、人種、障害などを

問わず、そして、身体の健康管理だけではなく、心の健康の管理・向上をすることが

大切な時代になっていくのではないでしょうか？



今まで当社は「パフォーマンス・アスリート」の為のビジネスを中心に展開してきま

したが、今後は幅広い視野で事業の拡大をしていきます。



「Performance Athlete」のサポートから、

「Lifetime Athletes in All of Us」：私たち誰もが一生涯運動・スポーツに関わり心

と身体が健康で居続けられる世界の実現へ。

当社はパフォーマンス・アスリートのサポートを引き続き行いつつ、広い視野で心身

ともに健康を向上できる商品、サービス、そして環境の提供を行っていきます。



以上のように、これまで、当社はパフォーマンス・アスリートのサポートのために、

「プロダクト」を中心にビジネスの展開を進めて参りました。

ですが、グローバル全体の高齢化など世の中の流れを考えると、それだけでは足りな

くなることが想定されます。



これからの10年に向けて、当社は「プロダクト」に加え「ファシリティとコミュニ

ティ」「アナリシスとダイアグノシス」、これら3つの事業ドメインでビジネスを拡

大していきます。

ファシリティとコミュニティについては、スポーツを行う場などサービスの中のハー

ドを指し、アナリシスとダイアグノシスはデータを活用した分析・診断とそれを基に

提供するプログラムを含むサービスの中のソフトを指します。



まず「プロダクト」についてです。

お客様の嗜好、価値観の多様化に基づきパーソナライズされたプロダクトを提案し、

心と身体の健康を実現していきます。



例えばこのようなシナリオが想定されます。



これは、履いた瞬間にお客様の足に自動的にフィットするシューズです。

今までのシューズは紐がついたものが主流ですが、今後に向けて紐がないシューズの

開発もされ始めています。

しかし、今の段階では、装飾やマーケティングの要素が大きく、個人個人に本当に

フィットしたもの、本当にパーソナライズされたものではありません。

今後は、データに基づき、お客様一人一人にほぼ完璧にフィットするシューズ、どん

な人でも安心してスポーツを長く楽しめる商品の開発を重視していきます。



さらに、引き続きパフォーマンスの向上を重視したプロダクトも進化させていきます。

例えば、地面に吸い付くようにグリップ性が自動で調整されるスパイク。

陸上、サッカー、ラグビー、野球など、様々なスポーツ領域での展開が考えられます。

創業当時、タコの吸盤を見てグリップ性の強いバスケットボールシューズを発案した

鬼塚喜八郎のクリエイティブな精神を継承し、新しい技術やアイディアを生み出して

いきます。



そして今後は、商品の買い方も大きく変わります。

今コロナ禍でEコマースが大きく飛躍していますが、それがメインストリームになる

日ももう遠くないでしょう。

当社は、外部の取引先様とも協業しながら、お客様がより簡単により良い商品を素早

く手に入れられるような体験、そしてそれをサポートするシステム開発にも今まで以

上に注力していきます。



今はEコマースで買った商品が自宅に届けられると言う仕組みが主流ですが、今後そ

の時間、また無駄も省けたらどうでしょうか？

環境に優しい素材で、そして環境に負担のかからない方法で、お客様に自宅の3Dプ

リンターを用いてシューズを作っていただく。

そんなサステイナブルな未来を目指すべきだと考えます。



次に、「ファシリティとコミュニティ」についてです。

より多くの人々の健康を実現するために、スポーツを始めるきっかけや継続するため

のきっかけ、いつでもどこでもスポーツを行える場所を提供をしていきます。



それはリアル、バーチャル含め、いつでもどこでも誰とでも繋がることのできる場所

です。



なお、現在は新型コロナウイルスの発生をきっかけに、家での運動やワークアウトを

する人が増加しており、これは今後も定着していくことが考えられます。

そこで当社は、いつでもどこでもコーチや友人などとつながりながら、気軽にスポー

ツができ、心身の向上が測れるサービス開発を進めていきます。



また、パフォーマンス・スポーツの領域では、アスリート達の競技力を向上するサ

ポートができる低酸素環境下トレーニング施設「ASICS Sports 

Complex TOKYO BAY」のような場も提供し、事業ドメインを広げていきます。



そこでは、スポーツ工学研究所で培った知識・技術を活かし、お客様一人一人に合っ

た、今までに無い新しいトレーニングプログラムや体験を提供していきます。



なお、新たなプログラムを提供するツールの一つにデジタルがありますが、デジタル

はただの効率化を図る術ではありません。

人間というのは、人と人のつながりを感じ心が豊かになる生き物です。

例えば、同じ場所にいないランナー達が「バーチャル・ラン」や「バーチャル駅伝」

のように繋がる事が出来、また、あたかも一緒の場所にいるようにスポーツを楽しめ

れば、それは新しい体験となり、今までにない幸せが生まれるでしょう。

当社は、コミュニティを作り、心を満たすためのツールとしてデジタルを活用してい

きます。



そして最後に「アナリシスとダイアグノシス」です。

お客様のデータに基づいた分析診断を行い、心と身体の健康を実現するために、お客

様それぞれに合った運動プログラムを提供をしていきます。



お客様それぞれのデータを収集し分析すると、どういった事が可能になるのでしょう

か？



例えば、プロダクトにセンサーがついていて、常に自分の動きを感知し、アドバイス

をくれる。

ただの「道具」ではなく「コーチとしてのプロダクト」があったらどうでしょう。



また、人々の健康は使っている道具だけではなく、住んでいる環境、つまり住宅の中

でも感知したり管理できるようになることが想定されます。

当社はそこで収集されるデータを基に、お客様一人一人の健康を管理、増進していき

ます。



さらに、当社アシックスの知識・技術・ノウハウを、スポーツをしている時だけでは

なく様々なシーンで活用していきます。

人々が毎日長く時間を費やす仕事など、日中疲れが出てきた時、それを感知し改善を

サポートするプロダクトやサービスを提供することもできます。

当社のスポーツで培ってきた知的技術を、色々な場面で人々の心身の健康に役立たせ

ていきます。



このように、当社は「プロダクト」、「ファシリティとコミュニティ」、「アナリシ

スとダイアグノシス」の3つの事業ドメインを通じて、人々の心と身体の健康を実現

していきます。



なお、この3つの事業ドメインの今後の拡張は、このように想定しています。

2020年の現在は、「プロダクト」の事業がメインであることが分かります。



2025年、2030年に向けては、プロダクトの開発・展開はコアとして続けていきなが

ら、「ファシリティとコミュニティ」「アナリシスとダイアグノシス」も拡張してい

き、



2030年にはこれらの事業ドメインを3つの大きな柱として成長させ、お客様との接点

ならびに売上を拡大していきます。



そして、その上で、どの事業にも共通のテーマがあると考えております。

それは、まず、ツールとしての「デジタル」。

次に、1人1人に合ったプロダクト・サービスの開発をする「パーソナル」。

最後に、世界共通の課題であり、今後、人々がスポーツと関り健康で居続けるために

必要な社会環境課題解決への取り組みである「サステイナブル」。

この３つのテーマを通じて、各事業ドメインごと及び各事業ドメインが交わるように

具体的な打ち手を講じていきます。



今まで当社は「パフォーマンス・アスリート」の為のビジネスを中心に展開してきま

したが、今後は幅広い視野で事業の拡大をしていきます。



今後は、老若男女、人種、障害などを問わず、そして身体の健康管理だけではなく心

の健康の管理や向上にも重きを置いて、事業ドメインの拡張に注力していきます。

「Performance Athlete」のサポートから、

「Lifetime Athletes in All of Us」：私たち誰もが一生涯運動・スポーツに関わり心

と身体が健康で居続けられる世界の実現へ。

当社はパフォーマンス・アスリートのサポートを引き続き行いつつ、広い視野で心身

ともに健康を向上できる商品、サービス、そして環境の提供を行っていきます。



70年前、鬼塚喜八郎が子供の未来、日本の未来、そして世界の未来と心身の健康を

目的に創業したアシックス。

鬼塚喜八郎が持ち続けた「健全な身体に健全な精神があれかし」という想いを基にし

た当社のタグライン「Sound Mind, Sound Body」。

デジタル化が進み、瞬時に情報が世界に広がり、豊かになったと思われる21世紀の

時代。

その一方で、新型コロナウイルス、深刻な人種問題や環境問題などに悩まされる世界

中の人々。

この、創業当時の鬼塚喜八郎の想いは、これからの社会、人々からこれまで以上に必

要とされるものであり、当社が進むべき方向性を導いてくれるものだと確信していま

す。

「Sound Mind, Sound Body」

当社は、これからも広い視野で人々の心と身体の健康を実現していきます。






